
 

〇瀬戸市水道事業経営戦略（案）のポイント 

瀬戸市第 6 次総合計画の都市像②で掲げている「安全・安心で安価な水」を供給するため 

経営の効率化と合理化を図り、事業を安定的かつ持続的に進める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少等により水

道使用量が減少して

も、それにあわせて

配水池や水道管を減

少させて費用の削減

をすることはできま

せん。 

人口減少等により水

道使用量が減って水

道料金収入が減少す

ると事業資金が不足

することになりま

す。 

高度経済成長期に大

量に整備された施

設・水道管が更新時

期を迎えており、費

用の増大が見込まれ

ています。 

今後、事業資金の不

足と更新費用の増大

による「収支の不均

衡」という課題に直

面することが予想さ

れます。 

水道事業にかかる費用は皆さんが安全・安心に水道水を使える環境

の整備に充てられています。 

今後の水道事業の目指す姿として、「利益水準として長期前受金戻入を除いた純利

益を黒字」とすること、「管路更新率を年平均１％とする」こととします。 

水道事業の今後の課題である「収支の不均衡」については、「費用の縮減」「収入の

増強」「更新費用の縮減」にかかる取り組みを行ってまいります。 
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水道事業では、これまでも

「業務の外部委託化」や

「人件費の縮減」、「企業債

残高と支払利息の縮減」、

「水道施設の統廃合による

更新費用や維持管理費の縮

減」により経営健全化の取

組を行ってきました。 


